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り こうした論の基本的なフレー ムワー クを与えたのは， 中村政則「日本資本主義の国家権力」
(r歴史学研究pc年別冊特集所収〉である。








































































































口4年〈明37)1-3月 1.4 0.9 2.3 
4-6 40.0 37.3 15.0 0.6 92.9 
7-9 46.8 57.7 13.8 0.5 118.8 
10-12 18.0 58.0 35.9 0.5 112.4 
05年〈明38)1-3月 82.5 62.3 16.4 1.4 162.6 
4-6 207.7 122.4 32.9 0.8 363.8 
7-9 100.9 84.2 55.1 1.1 241.3 
10-12 174.3 11.9 38.8 1.4 226.4 
06年(明39)1-3月 19.3 3.0 43.7 6.0 719 
4-6 116.0 11.1 127.0 
7一 9 168.9 6.6 175.5 
10ー 12 1.0 9.1 10.1 
日7年〈明40)1-3月 5.5 10.4 15.9 
4-6 0.2 0.2 
収
〉???????〈???????? ???
骨 計|臼9.6円配一三51.7 I 50.8 I 1721.2 
出所) I明治大正財政史』第5巻.69♀ベージ以下の表より作成。
注〉 軍資金過不足累計と一時三補正良の数値はストック表示のため. 3ヶ月分自数値を合計して













50.3 ム64.1 20.2 I 41.5 I 2.5 
93.7 ム 64.9 20.8 I 35.5 I 8.6 
167.0 ム113.1 13.5 I 50.0 I 49.6 
172_2 ム172.9 21.3 I 92.0 I 59.6 
175.8 ム186.2 63.5 10.0 42.5 70.1 
232.7 ム 55.1 58.1 35.0 9.0 88.4 
172.8 13.4 42.6 35.0 19.0 870 
123.0 117.0 15.9 100.0 34.0 72.3 
57.7 131.1 95.0 77.5 42.4 
115.2 18.4 
264.6 50.2 12.4 
243.2 48.2 10.8 
227.3 23.6 33.0 11.8 
212.7 7.6 

























































L完)J(W経済志林』第47者. 4号， 1979年)113ベー ジ以下乞参照。
13) 錦見同論文121ヘー ジ以下事照司
14) 軍票について立入った検討はできないが，さしあたり，今村忠男『軍票論』商工行政社， 1941 
年を参照のこと。
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1904年(明37) ト季 40.0 35.0 35.3 
下 64.8 60.0 61.6 
日5年(珂38)上 290.2 143.5 146.8 
下 275.2 16.5 18.7 
日6年(明39)上 19.3 49.0 67.2 
日7年(明40)3月まで
























金 ・銀挽 1 外使債用募額集金計購入など
4.8 40.1 
61.6 
9寸2 9.4 18.7 4.7 17U.2 
18.2 24.6 42.7 5.5 66.9 
25.4 25.2 55.9 34.3 157.4 
21.5 2.0 23.5 7.1 30.6 
5.9 B日 8.9 








































































19) 深卦英五『恒幅員七十年』岩波u)占， 1941年， 79べ-~o


















































































































21) 高橋前掲書217ベ ジ以下，能地前掲論文38ペ ジ以トを審照むこと。
白露戦争以降の財政・金融構造 (333) 113 
て内国債で戦費調達が行なわれ，経済力を上回る部分を外資に依存したという
ものであった。ここには，それまでの金融市場の発展度に拘束されない日銀借
入金や外債募集金に基く財政資金散布が先行して行なわれ，逆に市場の金融力
が高められるという財政機能が見落されていると言わざるをえな"0高橋氏は
むしろ戦後の外債による内債償還に民間資本への資本調達の意義を見ている
が如実際には日蕗戦争当初から財政はきわめて積極的な役割を果たしていたと
言えよう。
他方， こうした先行的財政資金散布が行なわれたために，民間資本の蓄積が
加速化きれ，輸入拡大→金流出庄力増がもたらされた。これに対応すべ<，政
府は海外で日銀を通じて輸入決済資金(外貨〕を供給し続けなければならなか
ったのである。この外貨の売買関係とその意義ほ能地氏が言及しているが，氏
の研究対象が戦後の存外資金運用に限定されているためIC.，入超拡大や政府・
日銀聞の外貨売却がなぜ生じたかについては述べられていない。そして，政府
の外貨売に伴なう日銀信用の拡大と物価騰貴との関連が示唆されるに止まって
い与のであるね〉。しかし， これをより踏み込んで考えるならば，政府の外貨売
による日銀信用の拡大は政府に対して行なわれ， これに基いた財政支出(政府
による購買〕がなされたからこそ物価騰貴が現実のものとなるのである。
高橋氏は日露戦後における財政・金副上の構造的矛盾を先駆的に指摘し，ま
た能地氏は同戦後日本の金本位制運用の特質を措き出した点でともに特筆され
るべき業績である。しかし，外債募集金が日銀信用を介して戦時から園内に流
入したことを明bかに Lなかったために，日露戦争財政が財政・金融構造上に
与えたインパグト， とりわけ民間資本の蓄積に与えたイ γバグトを過小評価し
ζいたのではないだろうか。このことが，当該期の日本資本主義発展，産業資
本確立の契機を， もっぱら国内資金移動(地主資金の工業部面への流出〕によ
って見出すという中村政貝u氏の視角が採用される理由となっていると考えられ
22) 高橋前掲書， 222へジ。
23) 能地前掲論文:35-36ベージ。
114 くおの 第138巷第5・6号
る。しかし，地主資金の工業部面の流出という要因は，貨幣資本供給者の一部
から見たものにすぎず，一面的・部分的であると言わざるをえない。むしろ，
当該期の発展の基調ほ，戦争を契機とした既成の資本蓄積によらない財政資金
散布(日銀信用創造と外債募集金に基oによる民間資本の高蓄積の実現に見
るべきであり，産業資本の確立もこうしたインフレ的蓄積軌道定着の文脈の中
でとらえられると考える。こうした意味で，当該期日本資本主義の発展，産業
資本目確立は，帝国主義戦争の帰趨とし、ぅ政治過程と密接に結びついていたの
である。したがって， 日清戦争と異なり賠償金を獲得できなかったことは， 日
蕗戦後の財政危機顕在化を早め，資本主義発展の前途に暗雲を投げかけるもの
だったのである。
(1985.12.) 
